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残念ながら今年度の総会も昨年同様、書面評決で行

うことになりました。

新型コロナオミクロン株の強力な感染拡大を考慮

したためです。感染が強く症状はα株より重症になら

ないといわれていますが、個人差があり注意が必要で

す。

改めて、定款、第 27 条（表決権等）2 項（やむを

得ない理由のため総会に出席できない正会員は、あら

かじめ通知された事項について書面をもって表決し、

又は他の正会員を代理人として表決を委任すること

ができる。）により、書面表決にて決議することとし

ます。 総会開催日は4月16日（土）です。

令和4年度総会開催にあたり、令和3 年度に於ける

会務の結果報告及び令和3年度会計報告、令和4 年度

事業計画案及び予算案を総会資料といたします。

[内容] 1) 令和3年度事業及び会計報告総括

2) 令和3 年度監査報告

3) 令和4 年度事業計画及び予算案

Ⅰ 令和3年度事業及び会計報告総括

令和 3 年度事業計画に基づいた基本的な活動を実行

しましたのでそのすべてを報告します。

役員の熱意と奉仕を得て、実行された活動内容を報

告します。ご討議を宜しくお願い致します。

1 会員数 59名（賛助会員 個人1名・団体1社を含）

（令和4年2月 12日現在）

2 会 議

・総会   1回 令和3年4月17日（土）  
・定例理事会 5回 4/17、6/14、10/28、12/11、2/19

3 事業活動

2021 年度原子力発電環境整備機構（NUMO）の選

択的学習支援事業を活用して「幌延深地層研究センタ

ー見学」を実施した。この見学を基に「原子力発電廃

棄物の最終処分を考える」－知り・学び・理解しよう

－」副読本の冊子を助成金で発行した。

1) 広報委員会

・機関紙「神奈川放友会Newsletter」の発行

（第 54号、第55号、第56号、第57 号）

・ホームページの編集更新

（2021年4 月、7月、10 月、2022年1月）

    ホームページの変更

     UMIN サーバーを利用していましたが、更

新するのに手間がかかるので「さくらインタ

ーネット」のサーバーに変更した。

     使用料、初年度6,616円

2) 「原子力発電廃棄物の最終処分を考える」－知り・

学び・理解しよう－」神奈川県放射線技師会の後援

を得て発行、会員に配布。

「神奈川放友会News letter」の発行 年４回

第54号 Vol.14 No.2 2021.04.01 A4版8p 80部

第55号  Vol.14 No.3  2021.07.01 A4版8p 80部

第56号 Vol.14 No.4  2021.10.01 A4版8p 80部

第57号 Vol.15 No.1 2022.01.01 A4版8p 80部

4 会計報告     

令和 3 年度会計報告

収 入 予算額 決算額 増 減

 会費 50,000 28,000 -22,000

 雑収入（寄付金） 5,000 6,990 1,990

 事業収益 0 0 0

 前年度繰越金 109,377 98,797 -10,580

 収入合計 164,377 133,787 -30,590

支 出 予算額 決算額 不用額

 印刷費 20,000 14,440 5,560

 発送費 20,000 16,716 3,284

 活動運営費（会場費等） 10,000 0 10,000

 事務用品費 10,000 20,358 -10,358

 会議室借用費 16,000 0 16,000

 会議費 10,000 12,000 -2,000

 予備費 78,377 15,316 63,061

支出合計 164,377 78,830 85,547

収入決算額 133,787-支出決算額 78,830＝54,957

次年度繰越金　54,957円

収
入
の
部

支
出
の
部

5 役員

会 長 長谷川 武  

副会長 橋口 邦紘 早瀬 武雄 草柳 伸彦

小松崎眞一

監 事 中村 豊 橘 亨

理 事 櫻田 晃 小嶋 昌光  上前 忠幸

仙臺真紀夫

  顧 問 野口 雄司 氏家 盛通

各種委員会と担当理事 (〇印は委員長)

総務委員会  ○橋口  上前 早瀬

企画実行委員会 ○小松崎 橋口 小嶋 仙臺   

広報委員会  ○早瀬  櫻田 小嶋 仙臺

小松崎

Ⅱ 令和 3 年度 監査報告

1 会計監査  

事業計画の活動は会費で運営しますが、今年度の納

入率は 56％です。会員には会費の納入をお願いしま

す。

令和 4 年度 神奈川県放射線友の会 総会資料



                

2                                         

会計業務は理事会ごとに報告され、節約に努力され、

正確かつ適正であることを認めます。

2 会務監査    

本年度も新型コロナウイルスの感染拡大中ですが、

本年度の事業活動はNewsletterの4回発行とホームペ

ージによる広報活動と NUMO「幌延深地層研究センター

見学」実施と「原子力発電廃棄物の最終処分を考える」

－知り・学び・理解しよう－」副読本の発行を行えま

した。また、理事会は 5 回（メール会議 4 回）で開催

されました。このような非常事態の中での役員の活動

に感謝申し上げます。神奈川県放射線技師会との関係

も良好です。

神奈川県放射線友の会定款第 15条により、令和4年

2月 14日に職務を実施したので報告します。

監事 中村  豊 ㊞

                 橘 亨  ㊞

Ⅲ 令和 4 年度 事業及び予算（案）
例年通りの「背伸びせず、無理せず、急がず、身の丈

相当」の基本方針での活動を目標にします。

1 事業計画

新型コロナが感染拡大している現在、放友会事業を

自粛いたします。

感染拡大が収束し活動が可能になった場合は

Newsletter・ホームページにおいて広報いたします。

会員各位のご健勝をお祈りすると共に、活動の再開

が出来、会の目指す「気楽に集まり『過去を語り、現

在を語り、未来を語ろう』そんな『憩いの館』」の活

動が出来ます事を楽しみにしております。

今年度の事業計画概要は、次の項目通りです。

「Withコロナ」の時期のため、活動を自粛します。

① 「神奈川放友会Newsletter」の発行（4回/年）

（編集企画の向上に努めます）

② ホームページの更新

③ 創立15周年（11月17日）の企画検討

  ④ 令和5・6年度の新たな役員体制への取り組み。

2 令和 4 年度 会計予算 （案）

令和 4 年度会計予算（案）

収 入 予算額 前年度予算額 増 減

 会　費 50,000 50,000 0

 雑収入（寄付金等） 5,000 5,000 0

 事業収入等 0 0 0

 前年度繰越金 54,957 109,377 -54,420

収入合計 109,957 164,377 -54,420

支 出 予算額 前年度予算額 増 減

 印刷費 20,000 20,000 0

 発送費 20,000 20,000 0

 活動運営費（会場費等） 10,000 10,000 0

 事務用品費 10,000 10,000 0

 会議室借用費 16,000 16,000 0

 会議費 10,000 10,000 0

 予備費 23,957 78,377 -54,420

支出合計 109,957 164,377 -54,420

支
出
の
部

収
入
の
部

令和4年度の事業について会員よりご意見を頂き、

必要が生じた場合は理事会での検討・総会に提案いたしま

す。（「はがき」の書面評決に記載されている「事業への意

見」にご意見をお書きください。）

また、11月 17日で創立15年を迎えます。会創設か

ら現在まで継続してきた役員体制を令和 5・6年度に向

けて新しい人たちにお願いしたいと考えています。

この件についてのご意見も頂きたい。

同封の「はがき」に＜賛成・反対＞・意見を記載し

4月9日（土）必着で返信してください。

「Withコロナ」での自粛生活で会員の近況が気にな

るところです。Newsletter を通して皆さんの近況報

告をお寄せください。  

メールアドレス

kanagawahohyuh2009@jcom.zaq.ne.jp

神奈川放友会ホームページは下記のURLで開いてく

ださい。

https://kanagawahohyuh.sakura.ne.jp

2021年度原子力発電環境整備機構（NUMO）の

選択的学習支援事業を活用して作成した冊子です。

放射性廃棄物処理に関する啓発活動の一環とし

て会員に配布した冊子ですので、原子力発電により

生じた「燃料廃棄物」について関心を持って頂き、

最終処分について皆で考え理解し、市民活動への参

考資料にして下さい。
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2022 年（令和4年）4月 23日

神奈川放射線友の会

会 員 各 位

神奈川県放射線友の会

会 長 長谷川 武

2022年（令和 4年）度 総会は書面表決で成立、終了する。

日頃から、神奈川放友会活動にご理解、ご協力いただき、誠にありがとうございます。

新型コロナ感染拡大対策の影響を受けて、定款第 27 条（表決権等）により「書面評決が総会出席

とみなす」・定款 25条では、「総会は正会員総数の 2分の1 以上の出席がなければ開会することがで

きない」との定款に則り、総会を運営しました。

今回、定款に則り書面表決を実施したところ、4月 16 日（土）現在の書面評決者は 42 名であり、

会員数 52名、賛助会員1 名（4月 1日現在）の 80.85％です。従って総会は成立しました。

また、総会議案は書面評決においては

第 1号議案  令和 3年度事業及び会計報告総括  

     賛成 42 名  反対 0 名  可決

第 2号議案  令和 3年度監査報告    

          賛成 42名  反対 0 名  可決

第 3号議案 令和 4年度事業計画及び予算案  

     賛成 42名  反対 0 名  可決

以上の事により 4月 16日（土）開催の「2022年（令和 4年度） 神奈川県放射線友の会総会が成

立し、議案すべてが可決・承認されました。」

会員の皆様におかれましては、総会運営にご協力くださいましたことを感謝いたします。

                             （令和 4年度 第 1回理事会にて報告資料）


